
ジ3ニクトにおける
被覆分類ヂータと／
率ヂータの作成

私平成16年度共関税用研究について

磯研究課題：
衛星ヂータによる地球表層環境変動の実態把握
とその要因解析 グ時一バル、大陸スケールの
土地被覆デー夕、樹冠率データの作成と公開

帯碗寛目的：
地球地図国際運営委員会が推進している地球地
図ブ口ジェクトの土地被覆分類陽樹木被覆率等の
うスターデータについて、衛星リモートセンシング
技術を用いた土地被覆関樹木被覆率（樹冠率）の
効率的取得手法の開発並びにヂータ作成とその
精度検証を目的として行う。
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九地隷地圏プ日ジェクトと｛ま（あゆみ）

地球サミットで「アジェンダ21」が採択
我が闘が地球地図構想を提唱
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ヨハネスブルグサミット（WSSD)
「輿脇計画JIこ地球地闘が明記

主ISCGMの＞WGについて

ISCGMには主要テーマ毎！こWGが設寵されている。
奇襲 WGのナンバーと内容
臨WG1：地球地図戦略

臨WG2：地球地図仕様の作成・改定

時 WG3：データポリシー

開 WG4：ラスターデータの整備

奇襲 WG4の活動

臨千葉大学環境リモートセンシング研究センターの建石隆
太郎教授が議長を勤める

臨土地被覆等のうスターデータ金球整備自更新がテーマ

臨第2期ラスターヂータの整備手法の確立闘全球整備を自指
し活発に活動中。
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閣とは

地球環境問題を考える基礎資料としての
器地球の金睦域をカバーする

総統一された規格に従った

器世界の誰にでも利用可能な

デジタル地理ヂータセット

想定する主な用逮：
器地球環境問題の分析

器地球レベルの環境変動のモニタリング

器持続可能な開発の支援など

、雛韓議地球地E習は誰がつくるのか

島各国の地閤作成機関がそれぞれの国の地

球地図を作成する
鶴自力での整備が困難な閣は我が国などが支援

臨最終的にインターネット（www.iscgm.org）で公開

地球地圏盟！際運曽委員会（ISCG問がブ日
ジェクトを運営
器17ヶ国の地国作成機関の長など20人の委員

鶴委員長：チイうー教授（力ナダ個カールトン大学）

器国土地理院が事務局をつとめる
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地球地図プロジェクト進捗状況

凡倒

麟翠:r-!'liょ問中じユヂタ作成中

D デー勾持iifrわ［三ゴアぉ：江ワト努力関検討中
亡コア［J'.:.なっト朱努計D

(2005.2.1現在）
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地球地図のデータ

番最



灘離齢、地球地図のデータ

犠ラスタヂータ（画像的な面ヂータ） : 4項目

同問（日フスタ山） Kazakhstan 
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地球地図の利用の実際
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地球地圏の利用の実際

その他
臨教科書への掲載（高校f地理AJ（教育出版、平成11年）

→衛盟関｛象の平和利用の修Jjとして紹介

翻フリーソフトを用いた地球地図ヂータの利用
＠地球地図を表汚ミ可能なフリ一ソフト：欄欄鰍蜘附hコ｝～切

ArcExplo「e「（ ESRIネ土）、

カシミーJレ30、Dgmapなど
＠個人ホームページ等で利用

（登山、旅行記、外国の情報などで

地球地図データを基閣として利用）

カシミーjレ30の画面（上）と
地球地図ベクトルヂー舎を利用した表示例（下）

ミ共同利用研究の背景

畿地球地圏プ悶ジェクト第ニ期ヂータ整備の
効率的遂行のため、土地被覆分類手法の
高度化が必要となっている。

ラスターデータのうち、土地被覆陶土地利
用圏構生については、土地被覆及び樹木
被覆率に統合することが提案されている。

傘樹木被覆率ヂータ作成芋法の開発及び
全球整備を行う。
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総作業内容

静樹木被覆率（樹冠率）のモデル構築（定義）及び
推定手法の検討

韓樹木被覆率GTヂータの整備

韓樹木被覆率ヂータ（樹冠率）の全球整備

韓樹木被覆率データを用いた土地被覆分類
ヂータの作成

一議、これまでの作業

繕樹木被覆率（樹冠率）のモデル構築（定義）
及び推定手法の検討

臨捺用する樹木被覆率の定義の検討

翻分析手法の検討

器グランドトウルースデータ取得基準の検討

臨グぉランドトウルースヂータ候補地点の選定手法
の検討



九樹木被覆率ヂータ作成手法の工程

( 1 ）樹木被覆率GTヂータ蝶補地点の選定
a既存森林被覆率図より樹木被覆毒患の均質な部分の抽出（均質性）

よL
鵬均質部分と合致するQuickBi吋画像の検索

よL
翻樹木被覆状態を目視判断し、均質なQB画像の選択（均賞性）

ヰ
園樹木被覆率を満遍なく取れるようにQB画像を選択（不適性）

よエ
個奥なる樹木タイプからQB画像を選択（多様性）

ヰ
圃QuickBird画像の購入可否の検討a決定

S輔盟鐘量、樹木被覆率データ作成手法の工程

(2)QuickBird画像の樹木被覆率の推定に
よるGTヂータの作成
・QuickBird画像のクラスター分析

よL
瑚クラスターごとの樹木置非樹木の判断

♀ 
鴎プ口グ作ラムおよびマニュアルによる抽出樹木域の修正

よL
園樹木園非樹木のニ値画像の作成

よL
・MODIS画像の画素サイズ（1km）ごとの樹木被覆率の計算
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私立uickBird画像

約5kmx 5kmの
Quick思ird酉｛象と1km

グリッド

観測日2002/06/28
位置：12.os・ s, 16. 97° 巨

土地被覆：Openwoodland 

岳轟轟蟻量色 QuickBird画像のクラス安一分析
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L木の判鮪九クラスターごとの樹木富非

5
ク
一
フ
ス
に
八
月
類

，最終的に、

f樹木Jr
の2クラスにする

MODIS溜像の菌索サイズr11an；ごと的
樹木被覆患の計算

QuickBird画像に1kmグ
1）ッド（MODIS画素に相
当）ごとの樹木部分（緑

色の領域）とその樹木

被覆率を表示



轟轟盤弘樹木被護率データ作成手法的工程

(3)0母cisionTree法のためのトレーニング

データの作成

(4) MODISデータを用いたDecisionT悶eJ去
による大陸単位の樹木被覆率の推定

、顕臨急今後の作業とスケジューiサレ

織樹木被覆率GTヂータの整備

(2005年度までに整備予定）

犠樹木被覆率ヂータ（樹冠率）の全球整備
(2006年度までに整備予定）

暢樹木被覆率ヂータを用いた土地被覆分類デー
タの作成
(2007年度までに作成予定）
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